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I研 究の成果(1000字 程度)

(図表も含めて分か りやす く記入のこと)

MPCポ リマー を修 飾 した セル ロー ス アセテ ー ト中空 糸膜 の作 裂 と新 規 医療 テバ イ

スへ の応 用:高 性能ハイブ リッ ド型人工肝臓用バイオ リアクター設計と評価

研 究概要:現 在 の医療デバイスによる様々な問題 を解 決 し、次世代の先端医療用具 また

は人工臓器 の開発のためには、生体に有害な作用 を及 ぼさない、優れた生体適合性 を有

し、なおかつ、使用 目的に合致 した新素材の開発 と医療デバイ スへ の応用が不可欠であ

る。本研 究では生体膜 と類似 の分子構造 を有 し、優れた生体適合性 を発現す る リン脂質

ポ リマー(2-メ タク リロルオキシエチルボスホ リルコ リン(MPC)ポ リマー)を セル ロ

ースアセテ ー ト(CA)膜 に修 飾 し、新 しい人工膜材料 を設計 した。そ して 、これ らの膜の

特性評価および性能改 善を行 ない、優れ た生体適合性 を有す し、使用 目的に合致 した機

能性膜の開発 または医療デバイスへの応用 を目指 した。

研 究成果

高機能性または高性能人工肝臓用バイオ リアクターを作製するため、CA/MPCコ ポ リマ

ー中空糸膜を作製 し、その性能を評価 した。(1)MPCコ ポ リマー(PMB30)を ブレン ドした

中空糸膜を作製 し、その中空糸膜の外部表面にはコポ リマー(PMA30)を 化学反応をもちい

修飾 させたCA/PMB-PMA30中 空糸 膜が

作製 した。

XPS測 定結果か ら、CA/PMB-PMA30

中空糸膜 の外部表 面では、PMA3Oが 物理

・化学的に多 く修飾 され、内部 と外部に

修飾されているMPCコ ポ リマー 量が異なる

新規なCA/PMB-PMA3O中 空糸膜が作製

で きる ことがわかった(Figure1)。

また、CA/PMB-PMA30中 空糸膜 の内部

表面 には肝細胞 かゆっ く り、マイル ドに

接着す ることで、その球状 を維持 しなが

ら、肝細胞が密集 したス フェロイ ドを

形成 ・成長する特徴をみせ、高 い肝機能

を発現 し、長期 間その機能が維持で きる

高性能人工肝臓バイオリアクターが作製できると期待された。



さ らに、CA/PMB-PMA30HFMの 表面 に培養 された肝細 胞 は高 い尿素 生産 量 、アル ブ

ミン合成性能 をみせた(Figtlre2and3)。 したがって、CA/PMB-PMA30HFMは 、血液

適合性、組織適合性、高 い透過性 を合 わせ もち、次世帯高性能バイオ リアクター用HFM

として高 い応 用可能性をみせた。
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